
 

第 3 1 回  

東 北 森 林 科 学 会 大 会  
2026 年度（令和 8 年度）  
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〒 997-8555 山形県鶴岡市若葉町 1-23 

山形大学農学部食料生命環境学科内  
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第 31 回東北森林科学会大会を下記の要領で開催いたしますのでお知らせ

いたします。多数のご参加と研究発表をお願いいたします。  

第 31 回東北森林科学会大会運営委員会  

 

 

１  大会日程  

 

※  発表件数等によってスケジュールが変更となる可能性があります。  

正式な大会日程は大会プログラムの公表までお待ちください。  
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２  研究発表の形式  

第 31 回大会では，テーマ別セッション，ポスター発表，口頭発表を行います。  

発表の申し込みはポスター・口頭発表を含め 1 人 1 件に限ります。テーマ別セ

ッションで依頼された場合を除き，発表者は本会会員に限ります。  

なお，高校生等による課題研究の発表も歓迎いたします。ご希望の場合は担

当教員より事務局へ直接お問い合わせください。  

 

 

（１）テーマ別セッション  

今大会では 2 件のテーマ別セッションを開催します。テーマ別セッションの運営

はコーディネーターに委任しています。テーマ B について，このセッションで発表を

希望される方は 10 月 14 日（水 ）までにコーディネーターへお問合せください。な

お，都合によりご希望に沿えない場合がありますこと，ご了承ください。  

 

■テーマ A 

きのこ原木の生産・利用における放射性セシウムの移行実態と対策  

原発事後から 15 年が経過したが，きのこ原木の生産や利用の現場には依然

として多くの課題が残されている。利用再開を進める上では，大きく二つの課題

を検討する必要がある。一つは，きのこ原木林における放射性セシウム移行の実

態把握と対策である。もう一つは，原木林から生産されたきのこ原木からシイタケ

子実体への放射性セシウム移行の実態把握と対策である。本セッションでは，き

のこ原木林からシイタケ生産までを一連の課題として捉え，関連する研究成果を

幅広く議論する。原木の生産と利用の両面から議論を深め，今後の研究課題と

利用再開に向けた展望を共有する機会としたい。  

 

1.  岩手県内のシイタケ原木林と萌芽の Cs 濃度  

成松眞樹（岩手県林業技術センター）  

2.  宮城県内におけるコナラ萌芽枝の放射性物質濃度測定結果に関する報告  

目黒  渚（宮城県林業技術総合センター）  

3.  硫酸カリウム施肥による 3 年生コナラ植栽木への 137Cs 移行抑制効果  

小林勇介（福島県林業研究センター）  

4.  原木シイタケ栽培における子実体への放射性セシウム移行に関する調査  

今埜実希（宮城県林業技術総合センター）  

5.  原木露地栽培シイタケの子実体 137Cs 濃度に関連する要因の寄与度評価  

片野高志（福島県林業研究センター）  
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※発表順および演題は仮です。プログラムの公表までお待ちください。  

コーディネーター：  

小川秀樹（福島県林業研究センター， ogawa_h ideki _01@pre f. fukush ima. lg. jp）  

 

 

■テーマ B 

大規模林野火災のインパクトと火災後の森林回復  

岩手県では令和 7 年には大船渡市で，令和 8 年には大槌町で大規模な林

野火災が発生した。私たちは，このような大規模林野火災が森林生態系や森林

機能にどのように影響を与え，火災後それらがどのように推移するのか，ほとんど

知見を持ち合わせていなかった。しかし，被災後まもなく岩手県内外の研究者が

上記の問題に取り組みはじめ，重要な知見も明らかになってきている。また，林

業事業体の方々や岩手県をはじめとした行政機関は，復興に向けて不断の努

力を続けている。このセッションでは，大規模林野火災が森林に与えたインパクト

の火災後の森林回復をテーマとして，研究者のみならず，復興にあたる林業者

や行政機関の方々に広く話題提供を求め，被災後の森林のあるべき姿につい

て考えていきたい。  

 

コーディネーター：  

酒井  敦（森林総合研究所東北支所， sakai _atsushi420@f fpr i .go. jp）  

真坂一彦（岩手大学農学部，masaka@iwate-u.ac. jp）  

 

 

（２）ポスターセッション  

 ポスターセッションは 2 日間実施する予定です。指定された発表番号のパネル

にポスターを展示し，コアタイムの時間帯に発表していただきます。  

ポスターパネル大きさ：  幅 90cm，高さ 180cm（縦長）  

コ ア タ イ ム 等 ：   

  1 日目  

（ 11 月 7 日）  

2 日目  

（ 11 月 8 日）  

 ポスター準備  10:00～ 11:00 9:30～ 10:30 

 展示時間  11:00～ 13:00 10:30～ 12:30 

 コアタイム  11:30～ 12:30 11:00～ 12:00 

 ポスター回収  15:00～ 16:00 13:00～ 14:00 

※  発表件数によりコアタイム等が変更になる場合があります。後日ホームページに掲載
する大会プログラムをご確認ください。  
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（３）口頭発表  

 口頭発表は１題あたり 15 分（質疑応答を含む）の予定です。発表者には，次

の発表者の座長をしていただきます。口頭発表を希望される方は下記をご確認

下さい。  

 

①  使用パソコンの OS は Windows 11 Pro，オフィスソフトは Microsoft  Off ice  

Home and Bus iness 2024 の予定です。  

②  発表ファイルは USB メモリ等でご持参いただき，セッション開始前に会場の

パソコンに保存してください。スケジュールの詳細は，後日ホームページに

掲載する大会プログラムをご確認ください。  

 

 

（４）学生優秀発表賞（学生ポスター賞）  

 学生会員の研究の奨励を目的として，東北森林科学会大会で優れたポスター

発表を行った学生会員を表彰いたします（ 1 ないし数件）。対象は，学生会員が

筆頭かつ自身で行うポスター発表に限ります。学生会員でポスター賞の選考を

希望する方は，申し込み時にエントリーをお願いいたします。また，受賞者は総

会で表彰いたします。  

 

 

３  大会参加および発表申し込み  

（１）申し込み方法  

 大会に参加される方は，発表の有無にかかわらず下記 URL（または学会 HP の

リンク）からお申し込みください。申込フォームを利用できない方は，大会事務局

（ 26kikaku@ts fs . jp）までご連絡ください。  

 

【参加・発表申し込みフォーム URL】  

https://forms.c loud.microso ft/r/vHkLMGNrni  

 

研究発表を希望される方は， 4 要旨原稿作成要領に従い発表要旨を作成し

提出してください（ PDF 形式・ A4 サイズ） 。  

なお，プログラム編成上，ご希望する発表区分の変更をお願いする場合があ

りますこと，あらかじめご了承ください。  

 

参加・発表申込は  2026 年 10 月 14 日 (水 )  を期限といたします。  
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（２）  発表要旨の提出  

 今大会は発表要旨を web 上にアップロードしていただきます。詳細な手順は参

加 ・発表申込フォーム入力後に送信される自動返信メール内に記載しておりま

すので，各自ご確認のうえ，要旨を提出してください。  

 

 

４  要旨原稿作成要領  

ポスター発表および口頭発表を希望され

る方は， 10 月 14 日（水 ）までに，下記の要

領で要旨を作成し提出してください。提出さ

れた pdf ファイルをそのまま要旨集に使用し

ますので，鮮明な完成原稿の提出をお願い

します。  

 

①原稿用紙  

A4 判用紙 1 ページを用います。縦

置き，横書きとし，上下左右に 30mm

の余白をとります。  

②行数および文字数  

基本的に自由ですが，１ページの行

数 40 行，１行の文字数 35 文字程度

を目安としてください。  

③表題等  

 最上行に表題， 2 行目に氏名（所属）を記載し， 1 行空けて 4 行目から

本文を記載してください。表題の文字の大きさは 16 ポイント程度，氏名（所

属）及び本文の文字の目安は 10.5～ 12 ポイントとします。  

④図表等  

 カラー画像・図表の掲載に制限はありません。なお，紙媒体での要旨集の

配布予定はございませんのでご了承ください。  

 

 

５  大会懇親会  

日時：  11 月 7 日（土 ）  17:30～  

会場：  エフズサンパレス（福島テルサ 2 階）  

会費：  追ってお知らせいたします。懇親会費は当日受付でお支払いくださ

い。なお，学生料金を設定する予定です。  

※  会場の都合上，当日のご参加希望は承りかねますので，あらかじめご

了承ください。  

表  題  

氏名 （所属 ）  

 

本文 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

30 ㎜  

3 0 ㎜  

3 0 ㎜  

原稿の基本書式  

Ａ ４ 判 用

30 ㎜  



6 

 

６  参加費  

大会参加費  

事前申込（ 10 月 14 日（水 ）受付分まで）  

  一般会員  1,500 円（学生 500 円）  

上記以降に申込される方は，学会当日に下

記参加費をお支払いください。  

  当   日   2 ,000 円（学生 500 円）  

 

支払方法：  大会参加費は，下記銀行替口座に 10 月 14 日（水 ）までにお

振込み下さい。複数名で振り込まれる場合には，払込取扱票の

通信欄に記入するか，別途 E-mai l にて参加者名簿を大会運営

委員会事務局までお知らせ下さい。また，手続きの都合上振込

が遅れる際は，事務局までご連絡ください。  

 

払込先：  きらやか銀行  鶴岡駅前支店  普通 1051580 

  トウホクシンリンカガクカイ  

 

※納入いただいた参加費 ・懇親会費は，大会や懇親会に不参加の場

合でも返金いたしません。あらかじめご了承下さい。  

振込手数料はご負担ください。  

 

 

７  託児室の案内  

 今大会では，試験的に託児室を設置いたします。託児業務は「 NPO 法人こど

も緊急サポートふくしま」に全て委託します。託児を希望される方は下記フォーム

より申込みください。  

 

【託児室利用申し込みフォーム URL】  

https://forms.c loud.microso ft/r/LGgj0XG4An  
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８  会場の案内  

 福島テルサには有料駐車場がありますが，大会参加者専用の駐車スペースは

確保しておりません。会場へのアクセスは，公共交通機関等をご利用ください。  

 宿泊については各自ご対応ください。  

 

【 JR 福島駅から福島テルサへのアクセス】  

バスご利用の場合：  JR 福島駅東口バスターミナル（ 9 番乗場）より「市内循

環ももりん１コース」に乗車し， 「上町 」停留所下車 ，徒

歩約 3 分  

徒歩の場合：  JR 福島駅東口より徒歩 10 分  

 

 

大会に関する問合せ  

〒997-8555 山形県鶴岡市若葉町 1-23 

山形大学農学部食料生命環境学科内  

第 31 回東北森林科学会大会運営委員会  

事務局担当：  相蘇春菜  

E-mai l：   26kikaku@ts fs. jp  


